
令和８年１０月２６日 

ＪＥＴプログラム（語学指導等を行う外国青年招致事業） 
４０周年記念式典及び記念レセプションの開催 

総務省、外務省、文部科学省及び一般財団法人自治体国際化協会では、ＪＥＴ
プログラムが昭和６２年の創設から本年で４０周年を迎えることから、次のとお
り「ＪＥＴプログラム４０周年記念式典及び記念レセプション」を開催します。 

１ 開催趣旨  
ＪＥＴプログラムは創設４０年を迎え、これまでの成果を振り返り、今後の本プログ

ラムの一層の充実に資するとともに、各界各層に幅広く本プログラムを発信するため、ＪＥ
Ｔプログラム４０周年記念式典（以下「記念式典」という。）及び記念レセプションを開催す
る。

２ 日時  
令和８年１１月２日（月） 

（１）記念式典      １５：００～１７：３０ 
（２）記念レセプション  １８：００～１９：３０ 

３ 会場  
ホテルグランドアーク半蔵門（東京都千代田区隼町１－１）

（１）記念式典 「富士の間」（４階） 
（２）記念レセプション 「華の間」（３階）

４ 主催  
総務省、外務省、文部科学省、（一財）自治体国際化協会 

５ 内容  
（１）記念式典

【第１部】
・開会挨拶：（一財）自治体国際化協会理事長
・主催者挨拶：総務省・外務省・文部科学省の各代表者
・来賓挨拶：駐日大使
・ＪＥＴ宣言：現役ＪＥＴ参加者代表及びＪＥＴ経験者代表

【第２部】 
・記念講演：ＪＥＴ経験者代表
・ＪＥＴプログラム活動成果の報告：ＪＥＴ経験者

【第３部】 
・ＪＥＴプログラムフォトコンテスト表彰式

（２）記念レセプション

【連絡先】 
総務省自治行政局国際室 
槇田補佐、山下主査、大槻事務官 
電  話：03-5253-5527（直通） 
ＦＡＸ：03-5253-5529 



JETプログラム
（語学指導等を⾏う外国⻘年招致事業）

令和８年に設立40周年を迎え、累計で世界82か国から約8万2千人の外国青年を招致する
世界最大規模の人的交流プログラムとして、参加者は帰国後も日本理解の促進に貢献。

外国青年を招致して地方自治体等で任用し、外国語教育の充実と地域の国
際交流の推進を図ることを目的として昭和62年に開始。

目 的

都道府県、市区町村等事業主体

・総務省（総合調整、地方自治体への財政措置）

・外務省（在外公館での募集・選考、出発前オリエンテーション、帰国後のJET参加者への支援）

・文部科学省(ＡＬＴに係る学校教育研修、教育委員会への指導・助言)

・一般財団法人 自治体国際化協会（CLAIR）
（JET参加者の配置、オリエンテーション・研修の実施、任用団体・参加者のサポート）

運営協力

・外国語指導助手（ALT：Assistant Language Teacher)

・・・公立・私立の小学校・中学校・高等学校で語学指導等に従事

・国際交流員（CIR：Coordinator for International Relations)

・・・地域において国際交流活動等に従事

・スポーツ国際交流員（SEA：Sports Exchange Advisor)

・・・地域においてスポーツを通じた国際交流活動に従事

参加者の
職務内容

１年間 (最長で5年間まで更新可）任用期間

参考資料

米国
2866人
(50%)

英国
760人
(13%)

カナダ
468人
(8%)

フィリピン
396人
(7%)

豪州
239人(4%)

ニュージーランド
171人(3%)

トリニダードトバゴ86人(2%)
アイルランド122人(2%)

中国63人(1%)

シンガポール60人(1%)

その他
320人
(6%)

南アフリカ
183人（3%）

5,734人
（令和８年）
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◆ 参加者数の推移 ◆ 参加者の国別内訳

JETプログラム参加者
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